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と
で
、
事

務
所
の
環

境
づ
く
り

の
参
考
に

し
て
も
ら

い
た
い
と

考
え
て
お

り
ま
す
。
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号

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
令
和
７
年
２

月
17
日
㈪
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
広
島
市
中

区
大
手
町
か
ら
同
区
中
島
町
に
事
務
所
を

移
転
し
執
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
入
居
し
て
い
た
建
物
は
、
築

後
50
年
以
上
が
経
過
し
、
耐
震
性
の
問
題

や
空
調
・
給
排
水
設
備
の
老
朽
化
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
総
務
委
員
会

を
中
心
に
移
転
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
複
数
の
候
補
地
の
中

か
ら
、
必
要
な
面
積
や
附
帯
設
備
、
家
賃

な
ど
の
コ
ス
ト
面
、
立
地
条
件
や
耐
震
基

準
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
今
回
の
事
務
所

選
定
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
移
転
を

機
に
、
仕
事
の
内
容
や
目

的
に
合
わ
せ
た
執
務
ス

ペ
ー
ス
を
選
択
で
き
る
Ａ

Ｂ
Ｗ
（A

ctivity Based 
W

orking

）
を
基
調
と
し

た
レ
イ
ア
ウ
ト
を
導
入
し

地図

フリーアドレスデスク 会長室（応接室）

役員室（会議室） 複数人での打合席とWEBブース 職員間のコミュニケーションを図るカウンタースペース

ま
し
た
。

　

複
数
人
が
気
軽
に
意
見
交
換
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
や
、
１
人
で
作
業
に
集
中
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
、
専
門
家
な
ど
が
手
軽
に
商
工

会
と
の
遠
隔
相
談
に
対
応
で
き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ブ
ー
ス
な
ど
、
様
々
な
状
況
に
応
じ
た
執

務
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
生
産

性
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
組
織
を
あ
げ
て
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
事
務
所
内
で

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
推
進
な
ど
、
県
連
合

会
が
率
先
し
て
Ｄ
Ｘ
の
実
践
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
。

　

各
商
工
会
職
員
の
皆
様

に
も
県
連
事
務
所
に
お
気

軽
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

執
務
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

利
用
、
体
験
い
た
だ
く
こ

広
島
県
商
工
会
連
合
会
の

　事
務
所
が
移
転
し
ま
し
た
！

【新住所】
〒730-0811
広島県広島市中区中島町3-25
ニッセイ平和公園ビル7階
※電話番号等は変更ありません

オフィスビル外観
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令
和
７
年
１
月
16
日
㈭
、
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
基
町
）

に
て
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
主
催
に
よ

る
「
新
年
互
礼
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
商
工
会
組
織
の
み
な
ら
ず

地
域
経
済
の
発
展
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
岸
田
前
総
理
大
臣
を
は
じ
め

地
元
選
出
の
国
会
議
員
や
湯
㟢
県
知
事
な

ど
県
内
市
町
の
首
長
、
中
本
県
議
会
議
長

を
は
じ
め
と
し
て
県
議
会
議
員
の
方
々
、

中
国
経
済
産
業
局
長
や
広
島
国
税
局
長
・

広
島
労
働
局
長
な
ど
関
係
団
体
や
金
融
機

関
の
長
な
ど
多
く
の
ご
来
賓
を
は
じ
め
、

商
工
会
の
役
職
員
な
ど
総
勢
３
６
０
名
が

一
堂
に
会
し
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
の
主
催
者
挨
拶
で
平
田
圭
司
県
連

会
長
は
、
昨
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
っ
て
被
災
し
た
石
川
県
内
の

商
工
会
に
対
し
、
当
県
よ
り
職
員
を
応
援

派
遣
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
共
に
、
一

日
も
早
い
復
旧
復
興
を
祈
念
す
る
旨
を
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
人

手
不
足
や
賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
経
営
基

盤
を
揺
る
が
す
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
特
に
急
激
な
賃
上
げ
に
よ
り
事
業

継
続
や
地
域
の
雇
用
に
多
大
な
影
響
を
も

た
ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
状
況
下
に
お
い
て
、
地
方
創

生
の
現
場
を
預
か
る
商
工
会
の
役
割
は

益
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
島
県

商
工
会
連
合
会
で
は
令
和
７
年
度
か
ら
令

和
11
年
度
ま
で
の
「
第
２
次
総
合
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
地
域
に
無
く
て
は
な
ら

な
い
総
合
経
済
団
体
を
目
指
す
こ
と
を
誓

う
と
共
に
、
出
席
者
に
対
し
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
る
よ
う
依
頼
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
の
後
、
中
国
経
済

産
業
局
の
實
國
局
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声

に
よ
り
、
相
互
の
交
流
を
図
る
情
報
交
換

会
を
行
い
、
互
礼
会
は
盛
会
裏
に
閉
会
し

ま
し
た
。

新
年
互
礼
会
開
催

新
年
互
礼
会
開
催

広
島
県
商
工
会
連
合
会

広
島
県
商
工
会
連
合
会

令
和
７
年

主催者挨拶を述べる平田会長

互礼会の様子 岸田前総理大臣によるご挨拶



−   −4

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
令
和
７
年

３
月
24
日
㈪
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
）
に
て
、『
令

和
６
年
度 

第
２
回
臨
時
総
会
』
を
開
催

し
、
出
席
者
34
名
（
う
ち
委
任
状
２
名
）

に
よ
り
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
田
圭
司
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
、

１
月
16
日
に
開
催
し
た
新
年
互
礼
会
が
昨

年
度
に
増
し
て
盛
会
に
開
催
で
き
た
こ
と

に
対
し
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
か
ね
て
よ
り
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
県

連
会
館
の
問
題
に
つ
い
て
、
移
転
作
業
が

完
了
し
２
月
17
日
よ
り
新
事
務
所
で
の
執

務
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
事
に
対
し
感
謝
の

意
を
伝
え
る
と
共
に
、
今
回
の
移
転
を
機

に
Ｄ
Ｘ
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化
や
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
機
能
の
充
実
を
図
り
、
商
工
会

が
よ
り
事
業
者
支
援
に
傾
注
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
担
え
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
行
き
た
い
旨
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
労
務
費
を
含
め
た
価

格
転
嫁
が
実
現
で
き
て
い
な
い
現
状
や
賃

上
げ
に
係
る
支
援
策
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
広
島
労
働
局
の
働
き
方
改
革
推
進
協

議
会
や
中
国
地
方
経
済
懇
談
会
に
出
席

し
、
商
工
会
組
織
を
代
表
し
て
訴
え
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
商
工
会
連
合
会
プ
ラ
ン
２
０
２
０

が
最
終
年
度
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
次
の

５
年
間
を
見
据
え
た
「
第
二
次
総
合
基
本

広
島
県
商
工
会
連
合
会

広
島
県
商
工
会
連
合
会

臨
時
総
会
開
催

臨
時
総
会
開
催

県
連

計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
か
ら
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
と
そ
の
支

援
を
担
う
商
工
会
組
織
の
構
築
に
向
け
て

取
り
組
み
た
い
旨
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
経
営
課
題
は
多
種
多
様
化
し
て
お

り
、
生
産
性
向
上
へ
の
対
応
は
不
可
欠
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
新
た
に
「
Ｄ
Ｘ
×

デ
ザ
イ
ン
（
Ｄ
Ｘ
デ
ザ
イ
ン
）」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
令
和
７
年
度
も
Ｄ
Ｘ
推
進

の
流
れ
を
途
切
れ
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
支
援
を
継
続
し
て
い
く
旨
を
述
べ
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
今
後
も
経
済
的
基
盤
を

し
っ
か
り
維
持
で
き
る
よ
う
、
次
の
世
代

に
引
き
継
が
れ
る
地
域
経
済
の
成
長
を
目

指
し
て
、
行
政
・
事
業
者
・
商
工
会
が
一

体
と
な
っ
た
協
力
と
連
携
体
制
を
築
き
た

い
と
の
思
い
か
ら
、「
地
域
経
済
の
未
来
を

繋
ぐ
！
」
を
新
た
な
行
動
指
針
と
し
て
掲

げ
て
活
動
し
て
い
く
事
を
出
席
者
に
訴
え

る
と
共
に
、
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
陽
町
商
工
会
の
水
口
弘
士

会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
行
さ

れ
、
上
程
し
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号

議
案
の
全
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第 

１
号
議
案　

令
和
６
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第 

２
号
議
案　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第 

３
号
議
案　

令
和
７
年
度
県
連
合
会
会

費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の
件

第 
４
号
議
案　

令
和
７
年
度
電
子
計
算
機

処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴

収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第 

５
号
議
案　

令
和
７
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の
件

第 

６
号
議
案　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
運

営
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）
承
認
の
件

第 

７
号
議
案　

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
負
担

金
基
準
の
改
正
（
案
）
承
認
の
件

臨時総会の様子

開会挨拶を述べる平田会長
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　広島県商工会連合会は、今後５年間で重点的に取り組むべき事項を整理した
計画を策定しました。これは５年前に策定した「広島県商工会連合会プラン
2020」に続くもので、この度は、「中小・小規模事業者の持続的発展」と「中小・
小規模事業者を支える商工会組織の構築」の２つの視点から、実施項目を整理
すると共に、特に以下の３点を重点的に実施していくこととしています。
　１．「自立・自走化による経営力強化」の仕組み作り
　２．「ＤＸの推進」による生産性向上
　３．「魅力的な組織作り」と「人材の育成」による支援体制の構築

広島県商工会連合会

（県連）
第二次総合計画
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■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会

共済掛金
月々2,000円

事業所の福利厚生に最適 病気・ケガの両方に備える

経営者様・従業員様・ご家族様をお守りする
福祉共済「生命」保障 商工貯蓄共済 ： 引受保険会社

ミ ナ ジブロック

ジブラルタ生命保険株式会社 （コールセンター） – –
受付時間：平日 ： 〜 ： 土曜 ： 〜 ： （日・祝・年末年始を除く）

　

令
和
７
年
３
月
12
日
㈬
、
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
、「
令
和
６
年

度
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
臨
時
総

会
」
及
び
「
第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
の
開
催
前
に
令
和
６
年
度
の

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

県
女
性
連

令
和
６
年
度

　

３
月
13
日
㈭
、
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
に
て
、「
令
和
６
年
度
広
島
県

商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
」
並
び

に
「
第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
は
、
㈱
ｉ
ｘ
ｉ
ｓ
代
表
取
締
役
で
、
東
広

島
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
も
務
め
ら
れ

た
杉
原
里
志
氏
に
よ
り
「
さ
よ
な
ら
Ｄ
Ｘ
、

小
さ
な
会
社
が
背
伸
び
を
し
な
い
Ｉ
Ｔ
活

用
術
」
と
題
し
た
内
容
に
て
実
施
し
ま
し

た
。
若
手
経
営
者
か
つ
会
議
所
青
年
部
に

所
属
さ
れ
て
い
た
杉
原
氏
の
講
演
は
、
部

員
に
と
っ
て
非
常
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
小
規
模
事
業
者
が
背
伸
び

せ
ず
に
使
え
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
ヒ
ン
ト
等
、

非
常
に
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
提
案
公
募
事
業
や
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
補
助
金
を
活
用

し
て
地
域
活
性
化
事
業
等
に
取
り
組
ん
だ

４
つ
の
青
年
部
が
事
例
発
表
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
臨
時
総
会
で

は
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
を
中

心
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
県
青
連
（
ひ
い
て

は
青
年
部
）
の
将
来
を
見
据
え
、
事
業
の

見
直
し
、
ま
た
新
規
事
業
の
創
出
に
取
り

組
み
、
社
会
情
勢
や
部
員
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
適
合
し
た
魅
力
あ
る
青
年
部
事
業
を
実

現
し
て
い
く
中
で
、
一
層
部
員
増
強
を
推

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

県
青
連

令
和
６
年
度

進
し
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
経
営
者

と
し
て
各
自
の
経
営
力
向
上
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
、
部
員
の
多
く
が
自

社
の
事
業
計
画
を
策
定
、
実
行
し
て
い
く

よ
う
、
経
営
指
導
員
で
も
あ
る
各
商
工
会

青
年
部
事
務
局
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
全
会
一
致
で
承
認
、決
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
長
年
に
わ
た
り
経
営
改
善
普
及

事
業
や
青
年
部
活
動
に
尽
力
し
て
き
た
青

年
部
と
部
員
個
人
に
対
し
て
、
中
企
庁
長

官
表
彰
と
全
国
連
会
長
表
彰
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
（
受
賞
は
以
下
の
と
お
り
。
順
不

同
敬
称
略
）。

◆ 

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

（
優
良
青
年
部
）

　
　
　
　
　

福
山
あ
し
な
商
工
会
青
年
部

◆ 
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

（
優
良
青
年
部
）

　
　
　
　
　
　
　

上
下
町
商
工
会
青
年
部

（
青
年
部
功
労
者
）

　

祇
園
町
商
工
会
青
年
部　

前
田　

大
輔

全国連会長表彰を受賞した前田大輔県青連副
会長（左）と滝原県青連会長（右）

令和７年度事業計画を全会一致で承認決議

　

臨
時
総
会
終
了
後
は
恒
例
の
交
流
会
を

開
催
。
県
青
連
で
は
地
域
を
超
え
た
交
流

促
進
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
が
、
更

に
、
自
身
の
経
営
に
役
立
つ
よ
う
な
人
脈

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
今
回
も
業
種
別

の
配
席
で
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
の
部
員
が
集
ま
る
県
青
連
事
業

は
年
に
数
回
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

部
員
に
有
意
義
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
県
青
連
役
員
の
工
夫
と
配
慮
を
感
じ

る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
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続
い
て
黒
瀬
商
工
会
女
性
部
は
、「
黒

瀬
商
工
会
女
性
部
み
ん
な
の
ド
ラ
イ
ブ

マ
ッ
プ
作
成
事
業
」
と
題
し
て
、
黒
瀬
町

の
魅
力
あ
る
お
店
を
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と

重
ね
て
女
性
部
員
の
視
点
で
お
店
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
。
立
ち
寄
り
や
す
い
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ス
を
設
計
し
、
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
の

作
成
に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
発
表
し
ま
し

た
。
そ
し
て
「
『
里
山
産
・
ハ
ー
ブ
＆
ま

こ
も
＆
人
の
和
』
で
、
地
域
を
元
気
に
す

る
新
製
品
開
発
」
に
取
り
組
ん
だ
広
島
県

央
商
工
会
女
性
部
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

レ
ン
ド
テ
ィ
ー
作
り
に
奮
起
。
河
内
町
、

福
富
町
、
豊
栄
町
が
合
併
し
て
で
き
た
商

工
会
と
し
て
部
員
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
３
町
で
採
れ
る
作
物
を
活
用
す
る
な

ど
創
意
工
夫
し
商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
最
後
に
野
草
を
活
用
し
た
調
味
塩

を
製
造
販
売
し
て
い
る
上
下
町
商
工
会
女

性
部
が
、「
上
下
そ
る
と
シ
リ
ー
ズ　

販

路
開
拓
事
業　

～
更
な
る
販
路
開
拓
に
向

け
て
～
」
と
し
て
、
専
門
家
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
、
し

お
り
、ポ
ッ
プ
な
ど
の
販
促
物
を
作
成
し
、

そ
る
と
シ
リ
ー
ズ
が
「
上
下
町
」
を
知
る

１
つ
の
ツ
ー
ル
と
な
る
べ
く
事
業
を
継
続

し
て
い
く
と
決
意
表
明
。

　

参
加
し
た
部
員
か
ら
は
「
各
部
の
事
業

は
地
域
を
知
っ
て
初
め
て
で
き
る
取
り
組

み
。
も
っ
と
地
域
を
知
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。」
と
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
県
女
性
連
の
役
員
３
名
が

講
師
と
な
り
、
令
和
６
年
11
月
に
実
施
し

た
「
部
員
増
強
活
動
に
お
け
る
調
査
結

果
」
と
令
和
６
年
12
月
に
実
施
し
た
「
先

進
事
例
視
察
」
に
つ
い
て
報
告
。
調
査
結

果
で
60
代
以
上
の
部
員
が
７
割
を
超
え
、

部
員
増
強
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
部
員
増
強
の
取
り
組
み
に
各
部
で
も

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

表
彰
伝
達
と
し
て
、
中
小
企
業
庁
長
官
表

彰
「
優
良
女
性
部
」
の
表
彰
の
栄
に
浴
さ

れ
た
尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
女
性
部
を
始

め
、
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
並
び
に

令
和
５
年
度
の
部
員
増
強
に
係
る
表
彰
及

び
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰

の
表
彰
状
・
感
謝
状
の
授
与
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
は
、
出
席
者
27
人
、
委
任
状

５
人
、
計
32
人
出
席
の
も
と
、
尾
道
し
ま

な
み
商
工
会
女
性
部
の
荻
野
部
長
を
議
長

に
選
出
し
、
３
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

提
出
議
題
は
以
下
の
通
り

第 

１
号
議
案　

令
和
６
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第 

２
号
議
案　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第 

３
号
議
案　

令
和
７
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

　

第
２
号
議
案
の
説
明
で
は
、
現
在
、
県

女
性
連
に
お
い
て
、
改
め
て
事
業
の
目
的

と
課
題
を
踏
ま
え
、「
女
性
部
の
た
め
の

県
女
性
連
事
業
」、「
女
性
部
が
主
体
と
な

る
女
性
部
事
業
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
返

り
、
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
意
思
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

慎
重
審
議
の
う
え
３
つ
の
議
案
は
、
出

席
者
全
員
の
承
認
を
得
て
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
研
修
会
第
１
部
で

は
、
提
案
公
募
事
業
に
取
り
組
ん
だ
４
商

工
会
女
性
部
が
事
例
を
発
表
。「
部
員
紹

介
カ
タ
ロ
グ
作
成
に
よ
る
女
性
部
活
性
化

事
業
」
に
取
り
組
ん
だ
広
島
東
商
工
会
女

性
部
は
、
部
員
自
ら
が
取
材
、
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。
全
女
性
部
員
を
カ
タ
ロ
グ
に

掲
載
し
、
女
性
部
活
動
並
び
に
女
性
部
員

の
事
業
所
を
幅
広
く
周
知
し
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
増

強
運
動
で
全
国
１
位
の
実
績
を
持
つ
「
福

岡
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
」、
お
も
て

な
し
交
流
事
業
で
の
受
け
入
れ
実
績
が
豊

富
な
「
糸
島
市
商
工
会
女
性
部
」
と
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
。
福
岡
県

女
性
連
で
の
加
入
促
進
の
取
り
組
み
や
、

組
織
を
挙
げ
て
の
目
標
設
定
が
有
効
で
あ

る
な
ど
、
具
体
的
な
部
員
増
強
の
方
法
を

詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
最
後
に
は
講
師
の
一
人
で
あ
る

川
本
副
会
長
か
ら
「
今
ま
で
は
こ
う
し
て

い
た
と
か
、
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ

た
か
ら
で
は
な
く
、
自
ら
が
主
体
的
に
考

え
て
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
方

が
絶
対
に
楽
し
い
は
ず
。
主
役
は
女
性
部

と
女
性
部
員
の
あ
な
た
。
楽
し
い
女
性
部

に
な
れ
ば
部
員
だ
っ
て
増
え
る
は
ず
で

す
。
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
一
歩
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。」
と
力
強
く
部
員
に
訴
え
ま
し

た
。

研修会で講師を務めた（左から）山本理事、高橋理事、川本副会長
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広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
１
月

31
日
㈮
、
福
山
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
ル

コ
ア
ル
ジ
ェ
ン
ト
に
て
、「
令
和
６
年
度

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
第
３
回
商
工
会
青
年

部
研
修
会
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
大
き
く
二
部
構
成
と
な
っ
て
お

り
、
前
半
は
県
連
組
織
運
営
部
の
平
野
部

長
か
ら
、「
商
工
会
に
お
け
る
青
年
部
の

重
要
性
と
青
年
部
活
動
の
一
層
の
活
性
化

に
向
け
て
」
と
題
し
た
講
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

近
年
、
各
商
工
会
青
年
部
の
地
道
な
加

入
勧
奨
活
動
の
成
果
に
よ
り
新
部
員
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
青
年

部
の
組
織
概
要
や
活
動
内
容
、
ま
た
、
青

年
部
活
動
を
通
じ
た
メ
リ
ッ
ト
・
強
み
に

つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
商

工
会
親
会
の
現
状
に
つ
い
て
も
説
明
。
商

工
会
組
織
を
取
り
巻
く
環
境
が
こ
こ
10
年

で
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
経
営
指
導
員

等
の
職
員
は
「
経
営
支
援
事
業
」
に
一
層

注
力
し
て
い
く
こ
と

が
、
国
や
県
ひ
い
て

は
事
業
者
か
ら
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
中
に
あ
っ
て

も
、
青
年
部
員
等
が

中
心
と
な
っ
て
実
施

し
て
い
る
地
域
に
お

け
る
イ
ベ
ン
ト
や
祭

り
と
い
っ
た
「
地
域

振
興
事
業
」
に
つ
い

て
も
商
工
会
の
重
要

な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

後
半
は
、
商
工
会
や
青
年
部
の
現
状
を

踏
ま
え
た
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
部
員
同

士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。「
青
年
部
に
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域

振
興
と
は
何
か
」
「
部
員
の
定
着
率
・
出

席
率
の
向
上
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
」

「
事
務
局
職
員
の
事
業
へ
の
関
与
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
」
等
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
積
極
的
に
意
見
交
換
。「
事
業
の
目

的
を
明
確
に
す
る
」、「
部
員
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
事
業
を
行
う
」、「
部
員
主
体
で
事

業
を
実
施
で
き
る
習
慣
を
持
つ
こ
と
で
資

質
向
上
に
努
め
る
」、「
事
務
局
は
地
域
の

事
業
者
の
経
営
支
援
で
よ
り
成
果
を
出
し

て
も
ら
う
」
と
い
っ
た
前
向
き
か
つ
建
設

的
な
意
見
が
多
く
出
て
い
ま
し
た
。

　

県
連
の
第
二
次
総
合
基
本
計
画
に
お
い

て
も
、
商
工
会
組
織
に
お
け
る
青
年
部
の

重
要
性
と
若
手
後
継
者
の
育
成
が
重
要
な

課
題
と
し
て
明
記
さ
れ
、
今
後
の
青
年
部

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
、
協
議
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
県
青
連
で
は
今

後
、
青
年
部
員
の
強
み
で
あ
る
想
像
力
と

行
動
力
を
活
か
し
、
時
代
の
先
端
を
行
く

青
年
部
組
織
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
す
。

　

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
１
月

15
日
㈬
、
広
島
市
のCLiP H

IRO
SH

IM
A

に
て
、「
令
和
６
年
度
第
２
回
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
２
部
構
成
で
、
第
一
部
は

全
国
商
工
会
連
合
会
地
域
経
済
再
生
本
部

長
の
宮
窪
大
作
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

「
今
後
の
商
工
会
地
域
の
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
未
来
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宮
窪
氏
は
自
身
の

地
元
、
富
山
県
で
の
実
体
験
を
交
え
な
が

ら
商
工
会
の
活
動
と
地
域
行
事
を
守
り
、

繋
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
参
加
者
に
訴
え
ま

し
た
。

　

続
く
第
二
部
で
は
心
書
家
・
筆
跡
診
断

士
松
田
ゆ
み
こ
氏
に
よ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
に

活
か
す
筆
跡
診
断
」
を
実
施
。「
書
は
人

な
り
、
文
字
は
人
の
心
を
映
し
出
す
鏡
で

す
」
と
松
田
氏
か
ら
の
筆
跡
診
断
の
基
本

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
参
加
者
が

実
際
に
書
い
た
文
字
か
ら
簡
易
な
筆
跡
診

断
を
行
い
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間

を
設
け
、
女
性
部
長
同
士
で
現
在
の
女
性

部
の
課
題
な
ど
を
協
議
し
、
次
年
度
の
各

女
性
部
の
目
標
を
設
定
。
理
想
と
す
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
、
考
え
た
目
標
を
文
字
に
す
る
練
習

を
行
い
ま
し
た
。「
楽
し
い
活
動
」
「
進

取
果
敢
」
「
和
」
な
ど
部
活
動
全
般
に
係

る
目
標
や
、「
部
員
増
強
」
「
若
手
の
勧

誘
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
目
標
な
ど
を
文

字
に
落
と
し
込
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
部
長
か
ら
は
「
文
字
を

変
え
る
こ
と
で
自
分
の
意
識
が
変
わ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
変
化
し
て
い
き
た
い
」
と
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

グループディスカッションの様子

研修終了後は交流会も行われました

第二部では参加者の書いた文字を基に筆跡診断を行いました 第一部　全国連宮窪地域経済再生本部長による研修

リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
第
３
回
商
工
会

　
　
　
　
　
青
年
部
研
修
会
）を
開
催

リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
第
３
回
商
工
会

　
　
　
　
　
青
年
部
研
修
会
）を
開
催

青
年
部
の
重
要
性
と
一
層
の

　
　
　
　活
性
化
に
向
け
て
意
見
交
換

県
青
連

第
２
回
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

第
２
回
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

県
女
性
連

令
和
６
年
度
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は
56
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
参
加
者
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
身
近
な

例
を
も
と
に
解
説
が
あ
り
、

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
」

「
Ｉ
Ｔ
は
現
代
で
は
身
近
で

欠
か
せ
な
い
も
の
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
知

識
が
広
が
る
よ
う
勉
強
し
ま
す
」
「
あ
っ
と

い
う
間
の
５
回
で
し
た
。
ま
ず
は
資
格
取

得
、
そ
し
て
実
務
に
活
か
せ
る
よ
う
、
邁
進

い
た
し
ま
す
」
等
の
声
も
あ
り
、
引
き
続
き

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。

　

県
連
で
は
こ
の
度
、
オ
フ
ィ
ス
移
転
に
伴

い
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
性
化
を
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル
活
用

環
境
整
備
の
た
め
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
所

内
に
保
管
し
て
い

た
紙
文
書
を
２
分

の
１
程
度
ま
で
削

減
し
、
事
務
所
内

の
ス
ペー
ス
を
確
保
。

　

さ
ら
に
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
ブ
ー

ス
や
Ａ
Ｉ
会

議
シ
ス
テ
ム

を
常
設
す
る

等
、
デ
ジ
タ

ル
フ
ァ
ー
ス

ト
の
環
境
で

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

週
１
回
程
度
、
Ｄ
Ｘ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
各
所
か
ら
の
Ｄ
Ｘ
関
連
の
問
合
せ
を
受

け
付
け
る
Ｄ
Ｘ
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
Ｄ
Ｘ

を
進
め
る
上
で
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
、
事
業

者
様
へ
の
支
援
方
法
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
業
種
ご
と
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
、
Ｄ
Ｘ
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

の
配
信
も
商
工
会
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
商
工
会
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
経
営
と
は
、
勘
や
経
験

に
頼
ら
ず
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
意
思
決
定
を

行
う
手
法
で
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
重
要
な
柱
で
す
。

　

現
在
、
顧
客
情
報
の
管
理
や
相
談
対
応
の

業
務
に
お
い
て
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
し
っ
か

り
活
用
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
、
デ
ー
タ
履
歴
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
Ａ
Ｉ
や
予
測
モ
デ
ル
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
相
談
対
応
の
際
に
根
拠
に
基

づ
い
た
正
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
書
類
作
成
や
入
力
作
業
の
時
間

短
縮
、
人
為
的
な
ミ
ス
の
削
減
、
担
当
者
の

負
担
軽
減
な
ど
、
業
務
効
率
化
に
も
つ
な
が

り
、
そ
の
結
果
、
本
来
取
り
組
む
べ
き
支
援

業
務
に
集
中
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
を
実
現
で
き
ま
す
。

 　

今
後
と
も
、
商
工
会
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
支
援

の
拡
大
に
向
け
、
事
業
者
支
援
の
強
化
と
Ｄ
Ｘ

推
進
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
開
始
か
ら
２

年
。
今
回
の
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ニ
ュ
ー
ス

は
、
商
工
会
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組

み
成
果
や
、
課
題
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　
　

　

２
月
開
催
の
定
例
会
議
で
は
、
事
業
の
振

り
返
り
と
今
後
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
総

括
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
を
通
じ
て
、【
①

事
業
者
Ｄ
Ｘ
支
援
】 【
②
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
】
【 

③
商
工
会
、
県
連
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
の
推
進
】
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　

こ
の
間
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
決
裁
や
捺
印
文

化
の
見
直
し
等
を
実
施
し
、
Ｄ
Ｘ
の
理
解
や

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
展
し
た
が
、
実
際

の
事
業
者
支
援
力
の
向
上
は
ま
だ
途
上
で

あ
り
、
実
践
機
会
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
Ｄ
Ｘ
環
境
整
備
や
新
基
幹
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
事
業
基
盤
は

整
い
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
を
業
務
効
率
化
や
、

生
産
性
向
上
に
如
何
に
つ
な
げ
て
い
く
か

が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
る
。

　

事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
、

Ｄ
Ｘ
は
さ
ら
に
進
展
し
て
い
る
。
変
革
の
ス

ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。」

　

ま
た
、Ｄ
Ｘ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
、

経
営
カ
ル
テ
情
報
の
活
用
や
、
生
成
Ａ
Ｉ
等

の
新
技
術
導
入
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け

検
討
を
進
め
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
資
格
と
同
等
レ
ベ
ル

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
「
Ｄ
Ｘ
リ
テ

ラ
シ
ー
向
上
研
修
」
が
、
前
期
・
後
期
各
５

回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
さ
れ
、
延
べ
５
２
８
名

の
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
受
験
し
、
合
格
し
た
22
名

を
加
え
て
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
資
格
者

Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ニ
ュ
ー
ス（
第
８
回
）

Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
年
間
の
活
動
総
括

Web 会議ブース 大量の書類廃棄

Ｄ
Ｘ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
研
修
と
成
果

県
連
で
の
環
境
改
善
の
取
り
組
み

Ｄ
Ｘ
相
談
窓
口
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

Ｄ
Ｘ
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
（
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
経
営
）

　2024年12月に取扱いを開始した
新商品で、１か月で100個近く売れ
る人気商品です。５個入り箱も販売
しており、手土産にも最適です。袋
を開けた瞬間、メープルシロップの
甘い香りが広がり、食欲をそそりま
す。メーカーがこだわり抜いたしっ

とりふわふわのカステラ生地に、メー
プルシロップがしっかり染み込み、
程よい甘さとメープルの風味を存分
に味わえます。お茶請けやおやつに
ぴったりで、あらゆるシーンで楽し
める商品です。ぜひ一度ご賞味くだ
さい。

リッチメープルカステラ
販売者：有限会社 大国堂（広島県庄原市西城町西城103）　　夢ぷらざ　推しの逸品！ 販売価格：バラ      170円（税込）

　　　　　　５個入り箱 840円（税込）

DXワンポイントアドバイス　イメージ図
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２
０
２
４
年
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
で
実
施
さ
れ
た
消
費

者
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
第
２
回
夢
夢
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
」。
魅
力
的
な
商
品
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
あ
ま
り
調
理
法
が
知
ら
れ
て
い
な

い
県
内
の
特
産
品
を
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

る
レ
シ
ピ
を
募
集
し
、最
優
秀
賞
を
決
定
。

11
月
30
日
㈯
に
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
に
て
、

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
５
年

２
月
３
日
㈪
に
は
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
安
田
女
子
大
学
の
額
見
（
が
く
み
）
舞

鈴
さ
ん
と
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
同
じ
く
安

田
女
子
大
学
の
田
邉
愛
琳
さ
ん
が
県
庁
を

訪
れ
、
湯
㟢
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
平

　

２
月
５
日
㈬
に
広
島
県
商
工
会
連
合
会

主
催
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
」
を
食
品

関
係
の
事
業
者
向
け
に
開
催
し
ま
し
た
。

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
よ
る
商
談
会
は

連
合
会
に
と
っ
て
初
の
試
み
で
、
首
都

圏
・
関
西
圏
の
バ
イ
ヤ
ー
６
社
と
県
内
の

12
事
業
者
が
参
加
し
、
計
34
件
の
商
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
プ
ル
品
や
Ｆ
Ｃ
Ｐ

シ
ー
ト
を
事
前
に
バ
イ
ヤ
ー
に
送
付
し
試

食
を
行
っ
た
う
え
で
商
談
を
進
め
た
こ
と

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
商
品
の
魅
力
を

し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

出
展
事
業
者
か
ら
は
、「
今
ま
で
取
引

田
圭
司
会
長
が
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
が

25
周
年
を
迎
え
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
と
共
に
「
こ
れ
か
ら
も
広
島

の
優
れ
た
食
材
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
続
け
、
広
島
ブ
ラ
ン
ド
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
長

谷
川
専
務
理
事
が
コ
ン
テ
ス
ト
の
概
要
を

説
明
。
受
賞
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

「
レ
シ
ピ
カ
ー
ド
を
作
成
し
商
品
と
一
緒

に
配
布
し
た
こ
と
で
、
売
上
が
21
倍
に
伸

び
た
商
品
も
あ
る
」
述
べ
る
と
、
会
場
か

ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

湯
㟢
知
事
は
額
見
さ
ん
が
福
山
市
神
辺

町
の
「
と
う
が
ら
し
そ
ば
」
を
使
っ
て
考

案
し
た
「
ピ
リ
ッ
と
蕎
麦
ボ
ナ
ー
ラ
」
を

試
食
。「
辛
み
の
あ
る
そ
ば
と
ま
ろ
や
か

な
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
が
マ
ッ
チ
し
て
、
意
外

な
組
み
合
わ
せ
な
の
に
全
く
違
和
感
が
な

い
！
」
と
驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
、「
最

後
に
添
え
ら
れ
た
レ
モ
ン
を
絞
る
と
爽
や

か
に
味
変
す
る
こ
と
が
で
き
広
島
ら
し
さ

が
光
る
」
と
絶
賛
。
続
け
て
田
邉
さ
ん
が

東
広
島
市
の
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ペ
ー
ス
ト
」

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

　レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
が

　
　
　
　
　
　県
知
事
を
表
敬
訪
問

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

　レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
が

　
　
　
　
　
　県
知
事
を
表
敬
訪
問

受
賞
者
自
ら
知
事
に
メ
ニ
ュ
ー
の
こ
だ
わ
り
や

          

考
案
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
。試
食
会
も

県　連

完全オンラインの様子

受賞者にレシピのこだわりを聞きながら試食する湯㟢
県知事

左から平田会長、額見さん、湯㟢県知事、田邉さん、
長谷川専務理事

オンライン上での商談実施

首
都
圏・関
西
圏
の
バ
イ
ヤ
ー
と

　
　
　完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　商
談
会
を
開
催

首
都
圏・関
西
圏
の
バ
イ
ヤ
ー
と

　
　
　完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　商
談
会
を
開
催

出
展
事
業
者
は
営
業
車
の
中
か
ら
商
談
を
行
う
等

場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
商
談
が
可
能
に

県連

を
使
っ
て
考
案
し
た
「
夏
野
菜
を
使
っ
た

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
パ
ス
タ
」
を
試
食
し
、「
野

菜
の
味
を
引
き
立
て
る
味
付
け
。
ほ
ど
よ

い
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
風
味
と
香
り
が
絶
妙
」

と
コ
メ
ン
ト
。
新
し
い
発
想
と
感
性
で
作

ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
目
の
当
た
り
に
し
、

県
の
特
産
品
の
秘
め
た
可
能
性
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
公
開
後
、
と
う
が
ら

し
そ
ば
の
売
上
は
10
倍
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

ペ
ー
ス
ト
の
売
上
は
４
倍
に
伸
び
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
「
知
恵
と
パ
ワ
ー
が
合
わ
さ
れ

ば
本
当
に
良
い
も
の
が
で
き
る
と
実
感
し

た
。
今
後
の
取
り
組
み
に
も
期
待
し
た
い
で

す
」
と
、
湯
㟢
知
事
は
コ
メ
ン
ト
さ
れ
、
さ

ら
な
る
展
開
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

の
無
か
っ
た
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
で
き
た
」

「
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
な
の
で
参
加
し

や
す
か
っ
た
」
な
ど
の
反
響
が
あ
り
ま
し

た
。
実
際
に
営
業
車
両
内
か
ら
商
談
を
行

う
様
子
も
見
受
け
ら
れ
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ら
で
は
の
場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な

い
利
点
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

商
談
会
終
了
後
の
調
査
で
は
、
７
商
談

（
３
、７
０
０
千
円
／
年
）
が
成
約
し
、「
弊

社
が
製
造
す
る
全
商
品
の
取
り
扱
い
開
始

に
繋
が
り
売
上
増
加
が
見
込
ま
れ
る
」
な

ど
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
事
業

者
の
挑
戦
を
支
援
し
、
さ
ら
な
る
成
果
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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２
月
12
日
㈬
、
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
に
て
、
本

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、「
バ
イ
ヤ
ー
が
求
め
る
商
品
動
向
と

押
さ
え
て
お
く
べ
き
カ
ン
・
コ
ツ
・
ツ
ボ
」
と
題
し
て
、

講
師
に
カ
ン
・
コ
ツ
・
ツ
ボ　

代
表
の
高
原
英
幸
氏
を

招
聘
し
ま
し
た
。バ
イ
ヤ
ー
が
求
め
る
商
品
に
つ
い
て
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
（
危
害
分
析
重
要
管
理
点
方

式
）
導
入
の
推
奨
や
田
舎
の
無
添
加
を
武
器
に
し
た
地

域
産
品
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
市
場
を
ね
ら
う
商
品
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
さ
ら
に
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
成
功
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、「
誰
で
も
取
り
組
め
て
、
売
上
を
拡

大
す
る
た
め
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
と
題
し
て
、
講
師
に
一

般
社
団
法
人
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
経
営　

代
表
理
事
の
光
藤

清
志
氏
を
招
聘
し
ま
し
た
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
、

衛
生
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
と
し
て
企
業
価

値
（
安
全
へ
の
取
り
組
み
）
の
魅
せ
る
化
と
誰
で
も
取

り
組
め
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
整
備
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
た
り
前
の
事
を
当
た
り
前
に
す

る
事
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
実
践
し
て
い
る
全
社
員
３
人
の

企
業
が
売
上
倍
増
の
成
果
を
出
す
企
業
事
例
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
に
つ
い
て
の
報
告
を

行
い
、「
２
０
２
４
年
度
は
２
０
２
３
年
度
同
様
、
来

場
者
数
、
売
上
共
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
引
き
続
き

堅
調
な
売
上
を
見
込
ん
で
い
る
。
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
に
よ
る
来
店
客
分
析
を
導
入
し
店

舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
40
～
50
歳
代
の
顧
客
層
が
増
加

し
て
お
り
、
客
層
の
若
返
り
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、

土
日
の
来
店
客
で
は
新
規
客
が
リ
ピ
ー
ト
客
の
約
２
倍

に
達
し
、観
光
客
が
多
く
来
店
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。

さ
ら
に
、
詳
細
な
販
売
デ
ー
タ
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
自
動

発
信
し
、
出
展
者
へ
の
支
援
強
化
、
業
務
効
率
向
上
に

寄
与
し
て
い
る
。」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
㈬
、
福
山
市
神
辺
商
工
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
、「
実
務
で
使
え
る
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
で
本
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
講
習
会
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
の
多
様
化

し
て
い
る
経
営
課
題
解
決
に
向
け
て
、
能
力
向
上
や
意

識
改
革
等
の
経
営
改
善
に
資
す
る
内
容
に
よ
り
、
企
業

の
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

し
て
い
る
講
習
会
で
す
。

　

講
師
に
、
株
式
会
社
マ
ザ
ー
ア
ン
ド
チ
ル
ド
レ
ン
の

代
表
取
締
役　

安
田
剛
氏
を
迎
え
、
特
にC

hatG
P
T

を
中
心
と
し
た
最
新
関
連
情
報
や
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
に
遅
れ
を
取
ら
な
い
た
め
の
知
識
と
ヒ
ン
ト
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
は
、
６
日
間
の
講
習
時

間
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
凝
縮
し
た
内
容
で
２

時
間
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
業
務
効
率
化
や
販
路
拡
大
の
手
段
と
し
て
、

生
成
Ａ
Ｉ
機
能
を
実
務
に
取
り
入
れ
る
中
小
企
業
が
増

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、生
成
Ａ
Ｉ
も
進
化
し
て
お
り
、

C
hatG

P
T
の
無
料
版
で
もG

P
T

s

（G
P
T

s

と
は
、

C
hatG

P
T

を
特
定
の
目
的
に
合
わ
せ
て
自
分
好
み
に

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
）
が
使
用
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ChatG

PT

の
み
の
単
一
ツ
ー

ル
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
目
的
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
（
「C

laude

／
ク
ロ
ー
ド
」、「Google 
G

em
ini

／
ジ
ェ

ミ
ニ
」
な
ど
）
を

使
い
分
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
意
見
と

し
て
、「
事
務
の

業
務
効
率
化
に
参

考
に
な
っ
た
」、

「
画
像
イ
メ
ー
ジ

をC
h

a
tG

P
T

で
描
く
方
法
を
知

り
た
か
っ
た
」
な

ど
感
想
を
い
た
だ

き
、
受
講
者
に

と
っ
て
実
践
的
な

講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

高原先生の講義の様子

光藤先生の講義の様子

令
和
６
年
度
広
域
講
習
会

　
　
　
　（
広
島
会
場
）の
開
催

令
和
６
年
度
広
域
講
習
会

　
　
　
　（
広
島
会
場
）の
開
催

令
和
６
年
度
広
域
講
習
会

　
　
　
　（
福
山
会
場
）の
開
催

令
和
６
年
度
広
域
講
習
会

　
　
　
　（
福
山
会
場
）の
開
催
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